
日本気象学会2003年度秋季大会

会期　　　　　　　　　：2003年10月15日（水）～17日（金）
会場　　　　　　　　　　：宮城県民会館・勾当台会館（仙台市青葉区国分町3丁目）

大会実行委員会担当機関：仙台管区気象台，東北大学大学院理学研究科，
　　　　　　　　　　（財）日本気象協会東北支局

大会実行委員長　　　　：中村匡善（仙台管区気象台）

当日の会場への連絡先　：大会実行委員会事務局（宮城県民会館小会議室603号）

　　　　　　　　　　TEL・FAX：022－227－3110

　　　　会場案内図
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大会行事予定

A会場　　　：宮城県民会館大会議室601号
B会場　　　：宮城県民会館中会議室602号
C会場　　　：勾当台会館蔵王西
D会場　　　：勾当台会館蔵王東
ポスター会場：宮城県民会館展示室501号，展示室502号，

　　　　　教養室401号

シンポジウム・各賞授与式会場：宮城県民会館大ホール

受付　　　：宮城県民会館展示室501号
大会事務室：宮城県民会館小会議室603号
休憩室　　：宮城県民会館教養室503，504号
懇親会　　：勾当台会館蔵王西・蔵王東

（）は講演数，一　一は座長

A会場 B会場 C会場 D会場
10月15日 09＝30～ スペシヤルセツション 台風 降水システム1 大気力学
（水） 12二〇〇 「ミリ波レーダによる新 （13，BlOl～Bl13） （13，C101～C113） （14，D101～D114）

しい気象観測」 一村田昭彦一 一坪木和久一 一野田彰一
（10，A101～A110）
一橋口浩之一
一大野裕一一

13＝00～ 大気境界層 気候システム1 降水システム皿 観測手法
16：30 （19，A151～A169）

　　　一力石國男一
（20，B151～Bl70）
　　一佐藤康雄一

（19，C151～C169）
　　一川島正行一

（18，D151～D168）
　　　一佐藤晋介一

一桑形恒男一

16：40～
18：00

ポスター・セッション（A，B会場で概要紹介後，
　　　A会場（34，P101～P134）一永戸久喜一

ポスター会場で講演）
B会場（36，P135～P170） 一西森基貴一

10月16日 09：15～ 気象予報 気候システム皿 降水システム皿 物質循環1
（木） 12＝00 （15，A201～A215）

　　　一小司禎教一
（14，B201～B214）
　　一本田明治一

（15，C201～C215）
　　一折笠成宏一

（15，D201～D215）
　　　一兼保直樹一

13＝00～ 山本正野論文賞・堀内賞・奨励賞授与
15：00 山本正野論文賞・堀内賞記念講演

15＝15～ シンポジウムr東アジア域における環境変化と気候」
17：30 司会： 浅野正二　基調講演：明目香壽川， 中島映至，本多嘉明，安成哲三

18：00～ 懇親会
20＝00

10月17日 09＝15～ スペシヤルセツション 熱帯大気 放射 物質循環皿
（金） 11＝00 「衛星からの大気観測～

目本の貢献と将来展望
（10，B301～B310）
　　一藤原正智一

（8，C301～C308）
　　一岩渕弘信一

（8，D301～D308）
　　一和田誠一

～」1
（7，A301～A307）
一笠井康子一

11＝10～
12：30

ポスター・セッション（A，B会場で概要紹介後，
　　　A会場（35，P301～P335）一藤部文昭一

ポスター会場で講演）
B会場（35，P336～P370） 一平沢尚彦一

13130～ スペシャルセッション 気候システム皿 中層大気 物質循環皿
17＝00 r衛星からの大気観測～

目本の貢献と将来展望
（19，B351～B369）
　　一遠藤伸彦一

（6，C351～C356）
　　一渡部真吾一

（19，D351～D369）
　　一石澤みさ一

～』H 一高橋清利一 中高緯度大気
（13，A351～A363）
　　　一塩谷雅人一

（6，C357～C362）
　　一荒井美紀一

一中島英彰一 環境気象
（6，C363～C368）
　　　一山本哲一

発表件数：427件（口頭発表287，ポスター140）　　　　　　　　　　　　　　口頭発表の講演・質疑時間＝7分と3分
大会参加費＝郵便振替による前納の場合　一般会員2，000円，学生会員1，000円；
　　　　当日受付の場合は　　　　　一般会員3，000円，学生会員2，000円，非会員3，000円．

懇親会費　：郵便振替による前納の場合　一般会員4，500円，学生会員3，500円；
　　　　当日払いの場合は　　　　　一般会員5，500円，学生会員4，500円，非会員5，500円．

大会当日は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．
なお郵便振替用紙は「天気」6月号の末尾に挿入されたものを使い，10月3目までに振り込んで下さい．

当大会予稿集に掲載された研究発表の文章・図表を複製あるいは翻訳して利用する場合には，日本気象学会の文書による・利用
許諾を得た上で出所明示して利用しなければなりません．ただし著作者自身による利用の場合は，利用許諾の申請は不要です。

　　本プログラムの記載内容に関する問い合わせは，〒305－0052茨城県つくば市長峰1－1気象研究所予報研究部内講演企画委員会

　　（e－maillor9・msj＠mrijma．gojp）まで．

54 “天気”50．9．
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講演の方法

ロ頭発表

　口頭発表の一人当たりの発表時間は，全時問を申込件数で

等分したものを目安として講演企画委員会が決定すること

　になっています．今回については，講演時間を7分・質疑

時間を3分といたしますのでよろしくお願いします．ス

　ペシャルセッションについては世話人からの指示に従
　ってください．

ポスター発表

　・AまたはB会場で概要紹介（1件30秒以内）の後，ポ
　スター会場で講演を行います．講演者はポスターに表
　題と著者名を明記して下さい

　・ポスター発表の一人当たり使用可能面積は，幅1．Om×

　高さ1．8mとなっています．ポスターの掲示の際，虫ピ

　ンのみが使用可能です．これらは事務局で準備します．

　・ポスターの掲示可能時間は以下の通りです．

　一第1日の発表者は10月15日ll：00～10月16日12：30
　一第3日の発表者は10月16日12：30～10月17日16300

機器の使用について
　●口頭発表

　・OHPとPCプロジェクターが使用できます．

　・PCプロジェクターを使用する際は予め以下の点を

　ご了承ください．

一PCプロジェクターの使用は，原則として講演申し
　込み時に使用する旨を届けていた講演者（講演タ
　イトルのあとに【Plと記載）に限ります．ただし，

　ポスター発表から口頭発表に振り替えられたなどの
　止むを得ない事情がある場合は，当目の使用の申し
　出を受け付けます．その場合は必ず当該セッション
　開始前の休憩時間に，当該会場で会場係へその旨を
　申し出て下さい。

一パソコンは各自で準備して下さい．会場にはプロジ
　ェクターおよび接続ケーブルのみを準備します．

一セッション開始前の休憩時間などを利用して，必ず
　接続の確認を行っておいて下さい．また接続が不安
　な場合は，開始前に会場係に申し出て下さい．

一突然の故障や接続の際のトラブルが発生した場合，

　座長の判断で，発表順を繰り下げたりOHPによる
　発表に切り替えさせて頂くことがあります．このた
　め，最低限の発表が出来るだけのOHPシートも用
　意しておいて下さい．

●ポスター発表

・概要紹介はOHPのみ使用できます．

・ポスター会場での機器の使用は講演申し込み時に申

　し出ていたもの以外は原則として認められません．

シンポジウムr東アジア域における環境変化と気候』

日時：大会第2日（10月16目）15：15～17：30

会場：宮城県民会館大ホール

司会：浅野正二（東北大学大学院理学研究科）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
　中国，韓国，目本などの国々を含む東アジア域は，世界中で最も人間活動が活発な地域の一つで，現在15億（世界人口

の114弱）を超える人々が暮らしております．この地域では，前世紀後半に急激な人口増加と社会構造の変革が起こり，都

市化や工業化にともなうエネルギーや水資源の消費拡大および森林伐採や土地利用の改変などによる環境破壊が深刻化しま

した．他方，毎年のように，豪雨，洪水，旱魑，冷夏，暖冬，大気汚染や黄砂現象の頻発などのさまざまな災害や異常な天

候に見舞われております．これらは，この地域に特有な原因により生じることもある一方で，地球温暖化などの全球規模の

現象に関連しているかもしれません．このシンポジウムでは，東アジア域における環境変化と，この地域の，あるいは，全

球規模の気候変動との相互関係について，さらには，気候変動や環境破壊のような国境を越えた問題への大気科学の対応に

ついて，考えてみたいと思います．

　なお，初めての試みとして，今回のシンポジウムを一般に公開することとなりました．市民の皆様にも，これらの問題に

ついて一緒に考えて頂くとともに，目本気象学会の活動に一層のご理解とご支援を頂ければ幸いです．

基調講演

　　・「東アジアにおける気候変動問題と国際協力』

　　・「東アジアにおける大気汚染と気候影響」

　　・「東アジアにおける地表面（植生）の変化（仮題）』

　　・「東アジアにおける水循環と気候の変化」

明目香壽川（東北大学東北アジア研究センター）

中島映至（東京大学気候システム研究センター）

本多嘉明（千葉大学環境リモートセンシング研究センター）

安成哲三（名古屋大学地球水循環研究センター）
　　　　㌧コメンテーター栗原弘一（仙台管区気象台技術部）

総合討論

2003年9月 55
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スペシャルセッションrミリ波レーダによる新しい気象観測』

　　　　　　　　　　日時　：大会第1目（10月15目）09二30～12：00

　　　　　　　　　　会場　1宮城県民会館大会議室601号（大会A会場〉
　　　　　　　　　　世話人：大野裕一（通信総合研究所），真木雅之（防災科学技術研究所），

　　　　　　　　　　　　　橋口浩之（京都大学宙空電波科学研究センター）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
　周波数30～300GH　zのレーダはミリ波レーダと呼ばれ，通常の気象レーダでは捉えることができない雲や霧を観測でき
ることから，国内においても数台の気象用ミリ波レーダが開発されてきた．高い感度と分解能を有するミリ波レーダの有用
性は徐々に認識されつっあり，様々なキャンペーン観測にも活用され始めている．これまで行われたミリ波レーダの観測結
果を集積し，知見を共有する場として，また，衛星搭載などミリ波レーダの将来展望を議論する場として，本スペシャルセ

ッションを提案したい．

スペシャルセツションr衛星からの大気観測～日本の貢献と将来展望～』

　　　　　　　　　日時　：大会第3目（10月17目）09＝15～11＝00，13＝30～17：00

　　　　　　　　　会場　：宮城県民会館大会議室601号（大会A会場）

　　　　　　　　　世話人：中島英彰，杉田考史（国立環境研究所），笠井康子（通信総合研究所），

　　　　　　　　　　　　塩谷雅人（京都大学宙空電波科学研究センター），鈴木睦（宇宙開発事業団）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
　ここ数年来，世界各国からODm，SAGE－III，Envisatなどの大気観測を目的とした人工衛星が成功裏に打上げられた・ま
た，目本でも2002年12月にADEOS－IIが打上げられた．ADEOS－IIには環境省のオゾン層観測センサH，AS－IIが搭載され，
2003年4月から連続観測が開始された．また，1991年打上げのUARSのいくっかのセンサからは，いまだに長期的にデー
タが取得されている．本セッションでは，これら世界の衛星センサによる大気微量成分の観測によって解明された新たな解
析結果や，ILAS－IIからの初期解析結果などの発表を中心として，現在運用中の多くの大気観測衛星センサから何が期待さ
れるのか，あるいは将来目指すべき衛星からの大気観測の展望に関する議論を行う．特に，将来を担う若い研究者の参加を

希望する．

研究会のお知らせ

大会期間中とその前後に以下の研究会が予定されています．興味のある方はご自由にご参加下さい，

目時：2003年10月14目（火）（大会前目）14＝00～17：30

場所：福島テルサ（〒960－8101福島市上町4－25，TEL：024－521－1500），

テーマ：「メソ対流系と豪雨」、

コンビーナー：渡邊明（福島大学教育学部）

世話人：吉崎正憲（気象研究所），坪木和久（名古屋大学地球水循環研究センター），小倉義光（東京大学海洋研究所）

内容1近年，降水量の時空間変動が大きく，特に短時間強雨が豪雨災害を誘引する主要因となることが顕在化しています・
　　短時間降水量の変動は，まさにメソ対流系そのものの盛衰に関連しており，強雨を引き起こすメソ対流系の実態の解
　　明や，予測が重要になっています．今回のメソ気象研究会は，これまでのメソ対流系の研究成果をレビューするとと
　　　もに，研究手法としての数値モデルによるメソ対流系の構造や組織化の解明，さらには予測の現状と課題について検
　　討することを目的として開催致します．また，メソ対流系の顕著な具体例として，近年発生した豪雨の実態を報告し
　　ていただき，各地で発生した豪雨の実態を相互に比較検討することによって，具体例からのメソ対流系の課題につい
　　て考えたいと思っております．メソ対流系に興味のある多くの方々の参加をお待ちしています．

プログラム（講演時間は一人30分）：

　　1．戦略的基礎研究「メソ対流系』の報告

　　1．戦略的基礎研究「メソ対流系」の総括と地上観測　吉崎正憲（気象研究所）

　　2．航空機観測（仮題）　　　　　　　　　　　　　　　村上正隆（気象研究所）

　　3．数値実験と解析　　　　　　　　　　　　　　　　加藤輝之（気象研究所）

　　II．豪雨の実態

　　　1，東海豪雨（仮題）　　　　　　　　　　　　　　　坪木和久（名古屋大学地球水循環研究センター）

　　2．南東北・北関東豪雨　　　　　　　　　　　　　　　渡邊明（福島大学教育学部）

　　3．練馬豪雨（仮題）　　　　　　　　　　　　　　　　小林文明（防衛大学校地球科学科）

　　III．総合討論

56 “天気”50．9．
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連絡先：渡邊明（福島大学教育学部）

　　　TEL●FAX：024－548－8203・Email＝may＠db2，educ．fU㎞sh㎞a－u．acjp

※最終的なプログラムは，hUp：〃www1．neweb．nejp／wb／crest－mcs／MSJ／A2003meso．htmに掲載します．

オゾン研究連絡会
目時：2003年10月15目（水）セッション終了次第2時間程度

場所：宮城県民会館中会議室602号（大会B会場）

内容：7月に札幌で開催されたIUGG会議の参加報告を数名の方に行っていただきます．この参加報告はシンポジウム全体
　　の報告ではなく，各報告者が最も興味を持った発表に関して少し掘り下げた内容を報告をしていただくことにしてお
　　ります．関心のある方は是非ご参加下さい．

世話人：笠井康子（通信総合研究所），川上修司，河本望（NASDA／EORC），永島達也（国立環境研究所），

　　　庭野将徳（京大院理），村田功（東北大学大学院理学研究科）

連絡先：村田功（東北大学大学院理学研究科）

　　　TEL：022－217－5776・FAX：022－217－5775，E－mail：m皿ata＠pat．geophys．toho㎞．acjp

　　・寒冷　　　連　ム
目時：2003年10月17目（金）17：15～2時間程度

場所＝宮城県民会館中会議室602号（大会B会場）

話題：氷床コアと気候変動

　　　　「ドームふじコア解析によって明らかにされた過去32万年間の大気組成変動と気候変動」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木周司（東北大学大学院理学研究科）
　　　　「極域雪氷層中への溶存物質供給および堆積後の移動過程」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐誠（国立極地研究所）
　　　　「氷期終焉の原因？：地球軌道要素vs温室効果ガス」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部彩子（東京大学気候システム研究センター）
　　今回は，氷床コア及び気候変動に関する特集です．数万年以上にわたるような気候変動の研究においては，氷床コア
　　中に含まれる気体成分の濃度や同位体比の変動が重要な手がかりになります．二酸化炭素の変動が気候変動の原因な
　　のか・またはその逆なのかという議論がありますが，この問題の解決には，氷床コア中の気体成分測定精度のさらな
　　　ゑ向上が重要であるほか・気体等の氷床への取り込みの過程も詳しく議論する必要があります．これらの話題に，モ
　　ァルで再現された気候変動の議論を交えながら，3名の方に，最新の成果等を紹介して頂きます．

代　表：山崎孝治（北海道大学大学院地球環境科学研究科）

世話人：王沢尚彦（国立極地研究所），中村尚（東京大学理学部），浮田甚郎（コロンビア大学），

　　　局田久美子（地球フロンティア研究システム），阿部彩子（東京大学気候システム研究センター），
　　　佐藤薫（国立極地研究所），本田明治（地球フロンティア研究システム），

　　　齋藤冬樹（東京大学気候システム研究センター），高谷康太郎（地球フロンテイア研究システム）

連絡先：高谷康太郎（地球フロンティア研究システム）

　　　TEL＝045－778－5526，FAX＝045－778－5707，E－mail：takaya＠iamstec．gojp

第25回IGBP／GAIM研究会
目時：2003年10月18日（土）（大会翌目）午前中

場所：東北大学理学部合同棟の共通講義室（303室）　（青葉山理学部バス停の直ぐ前）

内容＝招待講演および一般講演

世話人：末田達彦（愛媛大学農学部），馬淵和雄（気象研究所）

※研究会のプログラムなど詳細については，気象学会会場に掲示予定．

春季大会の予告

　2004年度春季大会は，2004年5月16日（目）～19目（水）に気象庁・学術総合センター・学士会館で開催される予定です．
大会告示は「天気」12月号に掲載されます．春季大会の発表申し込み締め切りは2004年2月頃となる予定です．
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大会第1日〔10月15目〕　A会場
L～～は講演者を表す．【P］＝プロジェクター使用予定）

　　　　午前（09：30’》12：00）

スペシャルセツション　　　　　　・
　『ミリ波レーダによる新しい気象観測』

　　　　　　　　座長：橋ロ浩之（京大宙空電波）

A101蹴（通総研）ミリ波気象レーダの概要と展望
　　【Pl

A102㈱（三菱電機）・橋口浩之（京大宙空電波）他1
　　名ミリ波レーダーのシステムと最近の技術動向

　　lPl

A103勲・橋口浩之（京大宙空電波）他5名ミリ波
　　ドップラーレーダーによる釧路における霧の観測

　　［Pl

A104聴質・鈴木修（気象研）他5名ミリ波レーダーと
　　シーロメータによる霧の微物理量のリモートセン

　　シング

A105騰・岡本謙一（大阪府立大院）他3名35GHz
　　帯電波の地面に対する散乱特性［Pl

　　　　　　　　　　　座長：大野裕一（通総研）

A106撚・真木雅之（防災科研）他12名2波長ミリ波
　　レーダーによる層状降水雲の観測［Pl

A107繍・播磨屋敏生（北大院理）他6名2波長レ
　　ーダを用いた巻雲の雲物理量リトリーバル［Pl

A108感顯・須賀弓郎（千葉大院自然科学）他10名
　　雲粒子観測用95GHz　FM－CWレーダの性能［Pl

A109風杢創・西澤智明（東北大院理）他8名APEX－E3
　　における航空機搭載レーダ・ライダシステムを使
　　った雲解析［Pl

A110態纈・黒岩博司（通総研）他4名雲・エアロゾル
　　・放射収支観測衛星（E頒hCARE）搭載雲レーダ［Pl

　　　　午後（13：00～16：30）

大気境界層

　　　　　　　　　座長：力石國男（弘前大理工）

A151騰（大阪大工）・黒崎泰典（気象研）他1名東
　　アジア内陸乾燥地域の砂嵐と擾乱の特性［Pl

A152撚・佐々木太一一（地球観測フロンティア）他3
　　名インドネシア西スマトラの沿岸地における可降

　　水量の日変化

A153騰・伍培明（地球観測フロンティア）他6
　　名インドネシア・スマトラ島西部山岳域における，
　　混合層より上に及ぶ水蒸気の鉛直輸送

A154羅樺桿藥難幌凱祐裂
　　移行時における逆転層と大気放射過程

A155騰・蓬田安弘（弘前大理工）十勝平野におけ
　　る局地的強風の発生機構にっいて［Pl

A156繍（防災科研）・桑形恒男（農環研）領域モデ
　　ルを用いた広戸風発生に関する研究［Pl

A157囎・余偉明（東北大院理）重力流の数値実験
　　（3）

A158鰍褒・高橋正明（東大気候システム）関東地方の
　　谷内部で強化される熱的低気圧と広域海風に関す

　　る研究［Pl

A159羅・力石國男（弘前大理工）関東からっ風の
　　発生機構についての考察［Pl

　　　　　　　　　　　座長：桑形恒男（農環研）

A160鰯・高橋正明（東大気候システム）夏季の関
　　東平野におけるヒートアイランドが海風循環に与

　　える力学的影響

A161撚（東北大院理）Development　of　an　urban
　　meteorological　numerical　model　in　Cartesian

　　coord血ate［Pl

A162撫・玄地裕（産総研）他4名都市気象・ビル
　　エネルギー連成モデルによる街区内気温の数値シ
　　ミュレーションとその精度検証

A163澱（東北大理）・肥塚清光（北陸セキスイハイ
　　ム）仙台市のヒート・アイランド現象および人為

　　的排出熱

A164灘嗅・菅原広史（防衛大地球）他1名ヒートアイ
　　ランド強度における郊外地域の妥当性検討一ソウ
　　ル（韓国）

A165灘（農環研）・濱嵜孝弘（北海道農業研究セン
　　ター）他1名群落熱収支モデルによる水田水温・

　　地温のシミュレーション［Pl

A166勲（森林総研）植物群落上のスカラー輸送に寄
　　与する組織乱流の構造［Pl

A167騰・植田洋匡（京大防災研）他3名中立に近
　　い安定度の大気境界層における乱流の構造一観測

　　と数値実験一［Pl

A168騰（東北大院理）放射温度と空気力学的地表面
　　温度によるパラメータ左B’1の相違

A169繍（気象研）・堀晃浩（気象環境サービス）他2
　　名非一様面上の境界層内への乱流拡散に関する風

　　洞実験

58
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大会第1日〔10月15日〕　B会場
鉱～は講演者を表す．［Pl＝プロジェクター使用予定）

台風

午前（09：30’》12：00）

　　　　　　　　　座長：村田昭彦（気象研）
B101簑臓・湯本道明（防災科研）他1名Pressure　dip
　発生と台風災害～Pressure　dip前面で発達する対

　流～［Pl

B102騰・内藤玄一（防衛大地球）他2名一時的に
　楕円形へと変形した台風Saomaiの眼について【Pl

B103繍（京大宙空電波）・山中大学（神戸大自然／地
　球観測フロンティア）他4名気象庁WINDAS・境
　　界層レーダーを用いた台風0221号中心付近の観測

　　lPl

B104勲・中澤哲夫（気象研）マイクロ波センサー
　　のデータを用いた台風の強度推定法についての研
　　究［Pl

B105灘・板野稔久（防衛大地球）他1名GMS－5デ
　　ータを用いた台風0008号の雲の解析［Pl

B1（后繍・別所康太郎（気象研）他1名台風0219
　　号の構造一本当に台風だったのか？

B107燃琵畏・中島健介（九大院理）鉛直シアー場に
　　おける冷却による渦生成についてIPl

B108よ灘（気象研）モデル計算で得られた台風移動と

　指向流の関係

B109醜・細見卓也（気象庁数値予報）気象庁現業
　台風モデルの改良［Pl

B110轍義（気象研）・細見卓也（気象庁数値予報）他1
　名台風海洋混合層モデルにおける物理過程の変更
　　と海洋への影響

B111謙（地球シミュレー・タ）・栗原宜夫（地球フ
　　ロンティア）高解像度全球大気シミュレーション
　　による台風の発生条件IPl

Bll2撚（AESTO／気象研）・吉村裕正（気象研）他高
　精度・高分解能気候モデルにおける熱帯低気圧の
　理解へ向けて一地球シミュレータでのMR班MA
　統一全球モデノレの20㎞格子ランより一

B113羅険・山崎信雄（気象研）他1名JRA－25長期
　再解析プロジェクトー一熱帯低気圧が大規模場に与
　　える影響一

　　　　午後（13300～16：30）

気候システム1

　　　　　　　　　座長：佐藤康雄（気象研）

B151よ勲・鬼頭昭雄（気象研）他3名気象研究所
　AGCMの日降水特性の検証［Pl

B152纈・松丸圭一（気象研）他3名大気大循環モデ
　ルによる気候再現実験［Pl

B153撒・永島達也（環境研）他4名他種類のエアロ
　　ゾルによる第2種間接効果を考慮した場合の20世
　紀の気候再現実験［PI

B154熊（九大応力研）・野沢徹（環境研）他1名全
　球3次元エアロゾル輸送・放射モデルを用いたエ
　アロゾル直接・間接効果による気候変動の解析【Pl

B155撫（環境研）太陽活動11年周期変動の成層圏
　への影響～化学気候モデルを用いた考察～［Pl

B156繭・保坂征宏（気象研）他2名　『陸域拡大』
　　に対する気候モデルのインパクト実験［Pl

B157撫・陳永利（地球フロンティア）他2名パナ
　マ・ゲートウェイのクロージングによる北太平洋か
　　ら北大西洋への深層水形成海域の交代と気候変化

B158醜郎（地球フロンティア）大気・海洋・氷床
　結合モデルによる最終氷期末期の状態再現の試み

B159醜・石崎廣（気象研）他1名地球温暖化に伴
　　う北半球大気循環場と北太平洋海面水位の変化

　［Pl

B160鰍・辻野博之（気象研）他5名地球温暖化時
　の目本近海における海面水温・水位の予測につい
　て一高解像度太平洋域海洋モデルの結果一［Pl

B161礁・鬼頭昭雄（気象研）他1名地球温暖化時
　の梅雨の変化について［Pl

B162酉蕪婁（農環研）・鬼頭昭雄（気象研）統計的ダウ

　　ンスケーリング手法の改善と温暖化時の目本域に
　おける降水量予測

B163撒・飯塚聡（防災科研）他2名CGCMと
　AGCMにおいて再現された梅雨前線の差異［P］

B164燃・鬼頭昭雄（気象研）他2名温暖化に対す
　　る熱塩循環の長期応答と大気水蒸気輸送の役割：理

　論的考察［Pl

B165撚晴（東大気候システム）・阿部豊（東大院理）他
　　1名地球温暖化時に大気中の相対湿度はなぜ変わ
　　らないのか？［Pj

B166灘（気象研）・加藤央之（電中研）他6名領域気
　候モデルによる現在気候の再現性について【Pl

B167懸・佐藤康雄（気象研）他1名地域気候モデ
　ル（JSM－BAIM）を用いた数値実験（3）一降水再現性

　に関する検証一【Pl

B168撫旦衰（AESTO／気象研）・吉村裕正（気象研）他超高

　解像度全球気候モデルを用いた長期積分【Pl

B169加藤輝之・鞭（気象研）他3名高分解能非静
　力学モデルによる領域気候予測そのL高分解能で
　の長期積分への取り組み［Pl

B170繍（AESTO）・加藤輝之（気象研）他5名高分
　解能非静力学モデルによる領域気候予測その2：ス
　ペクトル境界（SBC）法を導入した場合の性能評価

　［Pl
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大会第1日〔10月15日〕　C会場
鉱～は講演者を表す。［Pl＝プロジェクター使用予定）

　　　　　午前（09：30・》12：00）

降水システム1

　　　　　　　　座長：坪木和久（名大地球水循環）

C101燕・榎本剛（地球フロンティア）他3名大気
　　気候モデルT106L52による寒気内低気圧の発達

C102灘雄（北大院理）・塩原匡貴（極地研）他2名
　　AAMP98期間中に観測されたノルウェー海上のポ
　　ーラーローの数値実験［Pl

C103漁蔓・室井ちあし（気象研）他3名寒冷渦の影
　　響を受けて発達した帯状雲の構造について［Pl

C104撫・小司禎教（気象研）他若狭湾特別観測
　　（WAKASA2003）の固体降水の構造と雲物理量の特
　　徴（その2）［Pl

C105漁灸・折笠成宏（気象研）他3名航空機による
　　寒気吹き出し前面に形成した帯状降雪雲の内部構
　　造観測［Pl

C106鰍・森一正（気象研）他8名三国山脈周辺の降
　　雪粒子の雲物理特性の観測一事例解析一

C107鰍・石坂雅昭（防災科研）他3名降雪のモー
　　ドと地上降雪：長岡2003年1月4－6日の事例［Pl

C108鰍・山口悟（防災科研）他3名非静力学モデ
　　ルと積雪変質モデルを用いた降積雪再現実験（1）
　　研究の組み立て【Pl

C109撚・中井専人（防災科研）他3名非静力学モ
　　デルと積雪変質モデルを用いた降積雪再現実験
　　（2）非静力学モデル【Pl

C110蝋・岩本勉之（防災科研）他3名非静力学モデ
　　ルと積雪変質モデルを用いた降積雪再現実験（3）
　　積雪変質モデル［P】

C111磁（新潟地方気象台）冬型の気圧配置時にお
　　ける佐渡島の影響

C112醐（福島大教育）降雪量の変動特性について
　　［Pl

C113麟（地球観測フロンティア）・大畑哲夫（地
　　球観測フロンティア／北大低温研）他1名高緯度地
　　帯強風積雪域におけるRussian　Tretyakov降水量計

　　の補捉特性［Pl

　　　　　午後（13：00～16：30）

降水システム皿

　　　　　　　　　　座長＝川島正行（北大低温研）

C151漬搬（目大院地球情報）富士山に発生する笠雲
　　の発生と気象学的考察【Pl

C152燃（気象研）温帯低気圧化末期の台風0221号
　　の構造

C153蕪（地球フロンティア）1896年（明治29年）7
　　月19－22目信濃川歴史的大洪水時の気象状態

C154黙・土屋修一（中央大院）他1名レーダー観
　　測による関東平野における降雨分類に関する研究

C155鷺・田中恵信（気象研）他2名雲解像モデル
　　の検証・改良のための梅雨観測一Baiu　H㎜ter2003一

　　［Pl

C156鰍・前坂剛（名大地球水循環）他4名梅雨前
　　線の小低気圧に伴う降水システムの階層構造［Pl

C157麟・坪木和久（名大地球水循環）他4名南西
　　諸島で梅雨期に観測されたセル群列の構造と形成

　　過程［Pl

C158騰・上田博（名大地球水循環）他12名梅
　　雨前線に伴う沖縄島を通過した線状降水システム
　　の構造の変化［Pl

C159撫起（地球フロンティア）梅雨前線に伴うクラ
　　ウドクラスターに関する数値実験：1998年6月29
　　目の事例［Pl

C160繍（AESTO）・加藤輝之（気象研）他2名長崎
　　半島周辺における停滞性降水帯（諌早ライン）の構

　　造と発達過程に関する研究②NHMを用いた数値
　　実験［Pl

C161㈱（神戸大自然）・手柴充博（京大宙空電波）他
　　甑島ラインの発生・維持機構に関する研究

C162縢（気象研）・佐藤芳昭（気象庁数値予報）他1
　　名2003年7月20目熊本県水俣市で発生した集中
　　豪雨の発生メカニズムその1：甑島ラインとの関

　　係［Pl

C163囎（気象研）・X－BAIU－99観測グループ1999
　　年6月29目福岡で豪雨をもたらした寒冷前線と下
　　層ジェットの強化機構その3：前線内の降水セル
　　の発達高度を決定する要因［Pl

C164縣・歌願（地球観測フロンティア）他2名梅
　　雨期の長江下流域で発生した対流システムの観測
　　～大陸東岸に現れた局地風の役割～［Pl

C165縣（地球観測フロンティア）・GAME－Tibetレ
　　ーダー降水観測グループGAME－Tibet　IOPにおけ
　　るメソスケール低気圧の出現とレーダーで観測さ
　　れた降雨バンドとの関係［Pl

C166濾・城岡竜一（地球観測フロンテイア）他1
　　名　「みらい」MROO－KO4航海で観測されたITCZ
　　降水システムの運動量輸送［Pl

C167繍（大阪電通大）・古津年章（島根大）他6名
　　西スマトラで観測された西進雲システム内の降水

　　システムの特徴［Pl

C168㈱（環境研）・江守正多（地球フロンティア）他
　　1名東南アジア熱帯山岳地域における降水観測と

　　数値解析［Pl

C169，纏難鐸蹄解繍離講覆
　　3報）［Pl
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大会第1日〔IO月15目〕　D会場
蝋～は講演者を表す．［Plニプロジェクター使用予定）

大気力学

午前（09：30’｝12＝OO）

　　　　　　　　　　　　座長：野田彰（気象研）

D101臆・伊藤久徳（九大院理）対流圏・成層圏の
　　卓越モード間におけるつながりについての力学的
　　考察［Pl

D102灘造（北大院地球環境）アジアジェット導波管
　　とNAOの下流への伸張【Pl

D103磁（地球フロンティア／筑波大地球科学）北極振
　　動における力学的固有モードと強制中立モードの
　　解析【Pl

D104燃（地球フロンティア）・下川信也（防災科研）他
　　1名地球の気候系における有効位置エネルギーの
　　生成率と散逸率の最大化［Pl

D105朧（気象研）回転楕円体上のプリミティブ方程
　　式系

D106嚥（和歌山大教育）・高橋正明（東大気候システ
　　ム）T21のVenus－like　AGCMを用いたスーパー回
　　転の数値実験（その2）

DlO7酉撫（東大院理）・中村尚（東大院理／地球フロ
　　ンティア）下部成層圏からの局所的ロスビー波束
　　の入射による対流圏循環偏差の発達IPl

D108灘・植田洋匡（京大防災研）他1名大規模山岳
　　風下側に発生する低気圧性渦の数値実験［P】

D109欄（神戸大院自然）・Theodore　G　Shepherd（ト
　　ロント大）減衰性乞次元乱流における正常自己相
　　似と異常自己相似IPl

D110麟（九大応力研）地衡流ジェットから形成さ
　　れる渦列の渦位の分布について［Pl

D111謙畏（東海大教養）・松島和宏（東海大工）鉛直
　　設置された閉ループ内熱対流においてカオス的反
　　転が起こる条件IPl

D112㈱（東海大工）・三村和男（東海大教養）半球
　　規模β効果と傾圧性を持っ回転水槽実験【Pl

D113醸・高橋正明（東大気候システム）他1名
　　GCMを用いた火星極域に存在するドライアイス
　　雲に関する研究IPl

Dll4墨騰・高橋正明（東大気候システム）火星大気
　　におけるCO、近赤外太陽光吸収の効果［Pl

観測手法

午後（13：00’》16：30）

　　　　　　　　　座長：佐藤晋介（JAXA〆EORC）

D151責燃（京大宙空電波）・小司禎教（気象研）他2名
　　富士山頂からのダウンルッキングGPS掩蔽観測実
　　験一温度と水蒸気プロファイルの導出一IPl

D152勲↓・赤崎寿樹（鹿児島大理）他3名低軌道地
　　球周回衛星の電波を利用した大気水蒸気分布の観
　　測法［Pl

D153撫（気象研）・長澤親生（都立大院工）他1名
　　946㎜波長帯LD励起Nd＝YAGレーザーを用いた
　　オゾン・水蒸気・エーロゾル同時観測用DIALの
　　開発［Pl

D154繍・蒲生京佳（奈良女子大）他2名紫外域
　　衛星センターによる対流圏エアロゾル光学特性導
　　出手法一直接法の適用一【Pl

D155繍・石川裕彦（京大防災研）他1名GMSを
　　用いたチベット高原上の地表面フラックスの算出

Dl56撒・今須良一（東大気候システム）他1名
　　IMG／ADEOSによる地表面射出率の測定［Pl

Dl57鰍（北大低温研）ADEOS－II／SeaWindsマイク
　　ロ波散乱計によって観測された海上風ベクトルの
　　精度評価

Dl58燃・菅原広史（防衛大地球）他1名吊り下
　　げ型超音波風速計の補正について【Pl

D159Redy　Mardiana・Toshio　I　uchi（通総研）他1名

　　Retrieval　of　DSD’s　from　Dua1－Frequency　Radar

　　Measurements　without　the　Use　of　Surface　Re色rence

　　Technique

D160裏撚・岩波越（防災科研）他12名偏波間位相
　　差情報を用いた降雨強度，雨水量の3次元分布の
　　測定［Pl

D161撚（防災科研）・E　Le　Bouar（CETP，FL）他5名
　　降雨プロファイリング・アルゴリズム「zpm法」
　　のXバンド偏波レーダーデータヘの適用［Pl

D162繍・岡本謙一（大阪府立大院）他1名レーダ
　　・アメダス合成図を用いた太陽同期衛星群5機な
　　らびにTRMM衛星による降雨推定のためのサン
　　プリングシミュレーション（その2）

D163古川欣司・鰍（JAXA／EORC）他4名GPM主
　　衛星搭載二周波降水レーダーのPR）の開発［Pl

D164騰（大阪府立大院）・Merhala　Thurai（通総研）
　　他2名TRMM衛星降雨レーダにより観測された
　　ブライトバンド高度の統計値

D165嫌（気象庁数値予報）高性能赤外サウンダ
　　（AIRS）と高性能マイクロ波サウンダ（AMSU－A）を

　　併用した雲検出［Pl

D166騰（通総研）通信総合研究所における
　　400MHz帯ウィンドプロファイラのデータ処理法
　　［Pl

D167鷲・水谷耕平（通総研）他1名成層圏大気風
　　観測のためのインコヒーレントドップラーライダ

　　ーの開発

D168撫・鈴木臣（名大STE研）他8名高感度冷却
　　㏄Dカメラを用いた大気光分光温度フォトメータ

　　の開発
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ポスターセッション〔IO月15目〕16：40《・18：00
　　　　　　　　　（～＿～は講演者を表す）

概要紹介：A会場

　　　　　　　　　　　司会：永戸久喜（気象研）

P101簑縢（気象研）対流境界層における水蒸気プロ
　　ファイルの推定

P102顯（稚内地方気象台）・村山泰啓（通総研）稚内
　　におけるレーウィンゾンデ・VHFレーダー比較に
　　よる相関法レーダー風速の誤差評価

P103騰・Zainul　Akramin（島根大）他3名スマトラ
　　・コトタバンにおける水蒸気プロファイルの連続

　　観測

P104轍・篠正和（サンコーシヤ）他1名　ドップラ
　　ーレーダー用風向・風速の解析システム及び3次
　　元データ表示システムの開発

P105顯（総研大）・谷川朋範（筑波大）他5名2つの
　　計測システムを用いた積雪透過率測定

P106撚（JAXA）・青木輝夫（気象研）他4名アラスカ
　　バローにおけるGLI積雪プロダクトの地上検証観

　　測

P107熊（千葉大工）・須賀弓郎（千葉大院自然）他6
　　名　雲粒子観測用95GHz　FM－CWレーダの安定性

P108灘（千葉大院自然）・鷹野敏明（千葉大電子光情
　　報基盤技術研究センター）他5名雲粒子観測用
　　95GHz　FM－CWモノスタティックレーダの設計

P109藤麟（北大院地球環境）・塩谷雅人（京大宙空電
　　波）他7名南米スリナムにおけるMeteolabor　Snow
　　White水蒸気計とVaisala　RS90、RS80との同時比

　　較観測

P110勲（気象庁気候情報）2002／03エルニーニョ現
　　象最盛期の西部太平洋域の対流活動と循環場の特

　　徴

P111鰍・遠藤洋和（気象庁気候情報）エルニーニ
　　ョ／ラニーニャ現象と台風活動の関連について

P112藤簸美（名大院環境）・安成哲三（名大地球水循環）夏

　　季東南アジアモンスーンにみられる気候学的な中
　　休みの機構

Pll3撫（筑波大院）・井上豊志郎（気象研）他1名
　　Split　Windowデータを用いた熱帯地域における雲

　　型分類

P114撚・吉兼隆生（地球フロンティア）東北目本域
　　における過去25年間の雪水資源量推移について

P115㈱↓（気象予報士）東京（大手町）の夜間の冷却率と

　　風速の関係について

Pll6灘（気象研）チベット高原の気候湿潤度と
　　地表面状態

Pl17轍（大阪府教育センター）・梶川正弘（秋田大資
　　源）他1名フィンランド・ソダンキラでの降雪粒
　　子・エアロゾルの観測（その2）

P118撚・小司禎教（気象研）他1名練馬豪雨をもた
　　らした降水システム（序報）

Pll95浅黒査・清原康友（神戸大自然）他1名六甲山の
　　気候・気象に関する研究（第1報）

P120轍（自然環境科学研／千葉大院）関東地方にお
　　ける凍雨の気候学的特徴

P121燃・高薮縁（東大気候システム）熱帯・亜熱
　　帯域の降水システム特性とその日変化

P122礁・守田治（九大院理）梅雨前線に沿って東西
　　に並ぶ円形雲クラスターの発達過程（Part2）

P123撫・余偉明（東北大院理）他1名首都圏におけ
　　る晴天目に発生した短時間強雨の数値シミュレー

　　ション～2001年6月11目の事例～

P124㈱・山崎孝治（北大院地球環境）他1名2000
　　年2月20目に北海道西岸沖に発生した小低気圧の

　　構造と発達要因

P125黙・里村雄彦（京大院理）前線通過時に地形
　　が降水に及ぽす影響

P1261渡轍・川野哲也（九大院理）　九州地方における
　　夏季積乱雲（熱雷）の出現特性（その2）

P127殿・土屋修一（中央大院）他1名関東地方に
　　おける短時間降雨特性に関する研究

P128嚥・川野哲也（九大院理）他梅雨期九州近海
　　上におけるメソ対流系の形態と発生機構

P129撒（信州大教育）南極昭和基地における雪結
　　晶

P130縣・中井専人（防災科研）他4名降雪粒子種
　　の連続観測：降雪のモー・ドとの関係

P131騰・村上正隆（気象研）他3名X－BAIUO2期
　　間の航空機で得られたAnvilの微物理観測

P132無・村上正隆（気象研）他3名一梅雨前線に伴
　　うMCSの航空機観測一X－BAIUO2：2002年6月
　　28目の事例（雲物理構造）一

P133繍・吉田幸生（東北大院理）他1名ヤマセ雲
　　の雲物理構造に関する「高風丸」観測

P134撒・黒岩博司（通総研）他8名APEX－E3実験
　　における航空機搭載雲レーダ・ライダーの観測速

　　報
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ポスターセッション〔10月15日〕16：40《48：00
　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

概要紹介：B会場

　　　　　　　　　　　司会：西森基貴（農環研）

PB5繍・中島健介（九大院理）お手軽グリッド
　　モデル構築ツール（GMS）の開発

P136勲（地球フロンティア1埼玉工大）・金子純子
　　（茨城大）他1名渦を伴う流れの高精度セミラグラ
　　ンジアン移流スキーム

P137繍（気象研）Hillの球形渦類似の流れパター
　　ンによるシンプルな対流モデルの検討（その2；予
　　備的テストとしての「水蒸気」の移流について）

PB8㈱・伊藤久徳（九大院理）傾圧波のない傾圧
　　大気一「純粋な」低周波変動の振る舞い（その2）

P139襯萸・高橋桂子（地球シミュレータ）他2名非静
　　力全球大気海洋シミュレーションコードの力学コ
　　アの開発

P140灘（東北大院理）・中根英昭（環境研）他3名
　　三次元流跡線を用いた等価緯度一温位面上の風系

　　と循環の解析その2

P141繍・岩崎俊樹（東北大院理）波動平均流相互
　　作用に基づく大気エネルギー収支診断ツールにっ

　　いて

P142㈱（名大院理／地球シミュレータ）・高橋桂子（地

　　球シミュレータ）他3名非静力大気モデルにおけ
　　る鉛直座標変数配置

Pl43繍（気象大）対称性を持たない対称不安定

P144難・大淵済（地球シミュレータ）他1名超高
　　解像度大気大循環シミュレーションから得られた
　　水平波数スペクトル

P145懲・田中泰宙（気象研）他2名砂の寿命につい
　　て（平均滞留時間）

P146恩灘・近藤豊（東大先端研）他4名都市大気に
　　おけるエアロゾル総量とエアロゾル含水量一
　　IMPACT集中観測の解析より一

P147嚥（地球フロンティア）・村山昌平（産総研）他
　　2名生態系モデルを用いた冷温帯落葉広葉樹林に
　　おけるCα収支のシミュレーション

P148鷺〔・近藤豊（東大先端研）他2名都市域にお
　　ける有機性炭素と元素状炭素の挙動

P149寂腋真・近藤豊（東大先端研）他3名東京におけ
　　る二酸化硫黄、硫酸塩エアロゾル濃度の変動

P150嚥・岩坂泰信（名大院環境）他6名長距離輸送
　　される土壌エアロゾル粒子（黄砂）の鉱物組成：粒
　　子表面におけるSO・取り込みへの影響

P151撚・長田和雄（名大院環境）他3名大気エア
　　ロゾル粒子の水分と化学成分

P152騰・林政彦（福岡大）他5名中国敦煙におけ
　　る境界層エアロゾルの数濃度の鉛直分布と変動

P153燃（農工大）・林和彦（気象庁）他4名富士山
　　頂における大気エアロゾルの化学成分

P154獺・近藤豊（東大先端研）他冬季東アジア域
　　におけるオゾン生成速度の空間分布一PEACE航
　　空機観測より一

P155嚥裏・柴田清孝（気象研）気象研究所化学輸送モ
　　デルの改良および感度実験（第2報）

P156朧・城岡竜一（地球観測フロンティア）他5
　　名パラオ・ペリリュー島におけるモンスーンに対
　　応した対流活動の振舞い

P157重尚一（NAsDAIEoRc）・高薮縁（東大気候システ

　　ム）他3名TRMM　PRデータからの潜熱加熱プロ
　　ファイルのスペクトル推定パート2：Look－upテ
　　ーブルの比較

P158燃・山本真之（京大宙空電波）他4名赤道大
　　気レーダーによる西風バーストの微細構造の観測

P159騰・林泰一（京大防災研）他1名木ングラデ
　　シュの局地風に関する研究

p160K．Khs㎞a　Redd・Ryuichi　Shirooka（地球観測フロン

　　ティア）他8名The　Palau　Lower　atmospheric　wind
　　profiler：Intercomparison　with　radiosonde　and　first

　　mesoscale　meteorological　case　studies

P161嚥（気象衛星センター）対数螺旋状対流域（2）

P162㈱・伊藤久徳（九大理）冬における台風発生
　　の数値シミュレーション［そゐ21－PVの振る舞い

　　から見た台風の形成とウォームコアの解析一

P163煩臆造（防災科研）大気大循環モデルで再現され
　　た熱帯低気圧の長期変動

P164灘（東海大）・立花義裕（地球フロンティア／東海
　　大）他2名ラジオゾンデ観測データから見積もら

　　れた熱帯陸面上大気のQ1、Q2とNCEP再解析デ
　　ー一タとの比較

P165撚（地球観測フロンティア）・封馬洋子（地球
　　フロンティア）他9名西太平洋で観測された
　　subvisiblecimsの特徴

P166騰・里村雄彦（京大院理）冬季の目本付近に
　　おける温帯低気圧の発生域と通過経路

P167臨・高井博司（岩手県環境保健研究センター）
　　他3名特異点可視化による気圧場の知見探索（オ
　　ホーツク海高気圧と低気圧発達への適用）

P168繍・廣岡俊彦（九大理）等温位面上の渦位を
　　用いたオゾンのマッピング

P169㈱・廣岡俊彦（九大理）　中層大気における
　　空気塊の輸送についての解析

P170灘・植田洋匡（京大防災研）他1名MUレー
　　ダーを用いた自由大気中の乱流拡散に関する研究

2003年9月 63



764

大会第2日〔10月16目〕　09：15～12：00
　　獄～は講演者を表す．［Plニプロジェクター使用予定）

気象予報

A会場

　　　　　　　　　　座長＝小司禎教（気象研）

A201黙（地球フロンティア）・後藤浩二（NEC）他1
　　名正二十面体格子全球雲解像モデルNICAMの開
　　発［Pl

A202蕪（気象研）・松村崇行（気象庁数値予報）2タ
　　イムレベルセミラグランジュ法の開発

A203轍衷（地球シミュレータ）・肖鋒（東工大院）他1名

　　全球Yin－Yangグリッドにおける保存セミ・ラグ
　　ランジュ移流［Pl

A204熱（気象研）全球高解像度モデルに適した
　　格子系の検討一立方体モデルの試作一［Pl

A205囎（AESTO）・斉藤和雄（気象庁数値予報）気
　　象庁非静カモデルの円筒正距投影法への対応【Pl

A206欝造・斉藤和雄（気象庁数値予報）他2名気象
　　庁非静力学モデルの睦上の地表面過程の改良［Pl

A207騰髄（筑波大陸域環境）・田中博（筑波大地球科
　　学）初期値の誤差の成長に対する境界条件の役割

　　［Pl

A208騰・高橋芳幸（地球シミュレータ）他1名大気
　　大循環モデル中での対流性降雨とグリッド凝結降
　　雨の比の積雲対流パラメタリゼーションと解像度
　　に対する感度［PI

A209榎烈（地球フロンティア）・大淵済（地球シミュレ

　　ータ）他2名2002年8月に欧州で発生した切離低
　　気圧に対する大西洋上の熱帯低気圧の影響【Pl

A210蕊磁・室井ちあし（気象研）2way多重移動格子モ
　　デルを用いた台風の予報実験【Pl

A211撫・加藤輝之（気象研）他2名非静力学モデル
　　（JMA－NHM）を用いた発雷予測（その2）一電荷予測

　　と不安定指数予測の観測との比較一［Pl

A212翻幾（気象庁数値予報）・川畑拓矢（気象研）他4
　　名一JNoVA開発報告（第1報）一湿りを考慮しな
　　い非静力学4次元変分法解析モデル［Pl

A213醐（気象研）変分法データ同化におけるペ
　　ナルティ項の形と収束の速さ

A214蕪・小泉耕（気象庁数値予報）領域4次元変
　　分法による解析予報サイクル実験［P】

A215騰・川畑拓矢（気象研）他4名富士山頂で観
　　測されたGPSダウンルッキングデータの4次元変
　　分法による気象庁メソスケールモデルヘの同化実
　　験（序報）［Pl

気候システム皿
B会場

　　　　　　座長：本田明治（地球フロンティア）

B201嚥（ウェザーニューズ）地域気象キャスターの
　　役割と今後［P】

B202撒・三野徹（京大院農）京都盆地内3地点に
　　おける気象要素の経年変化

B203繍・力石國男（弘前大理工）十勝平野の降雪
　　と大気循環との関係［Pl

B204轍（地球フロンティア1東海大）・小川寛子（東
　　海大）他3名霧を伴わないオホーツク海高気圧と
　　伴う場合の大気海洋相互作用の違い一一ロシア船ク

　　ロモフによる大気海洋観測結果一［Pl

B205懸隻・野林雅史（岡山大教育）北目本におけ
　　る2001年7月下旬からの冷夏への移行に関する事
　　例解析

B206嚥（気象研）・勝山税（気象庁）東京における
　　時間降水量の極値の長期傾向［Pl

B207藤灘・山崎信雄（気象研）他1名目本における
　　降水頻度の時刻別比率の経年変化

B208灘（地球フロンティア）・安成哲三（名大地球一
　　水循環／地球フロンティア）東アジアにおける夏季
　　降水量と強雨の出現頻度の長期的な変動傾向IPl

B209一柳錦平（地球観測フロンテイア）・騰（エナ
　　ジシェアリング）他1名ネパール全域の10年間降

　　水量の解析

B210㈱↓（気象研）中国地上気象記録資料による現
　　在気候シミュレーションの検証［Pl

B211羅（地球フロンティア）・木村富士男（地球フ
　　ロンティア／筑波大）梅雨期と秋雨期の目本周辺に
　　おける極向き水蒸気輸送の特徴

B212熈・門田勤（地球観測フロンティア）他1名モ
　　ンゴルにおける水・熱収支に関する予備的研究

　　［Pl

B213朧・加藤央之（電中研）気象要素の確率密度
　　関数推定のための統計的手法

B214騰・杉原崇文（東洋大生命科学）他1名気象
　　変動におけるフラクタル的情報構造に関する研究
　　一関東地方における降雪の前兆現象について一
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大会第2日〔10月16日〕　09315～12300
　　鉱～は講演者を表す．［P】＝プロジェクター使用予定）

降水システム皿

C会場

　　　　　　　　　　　座長：折笠成宏（気象研）

C201燃・土橋千恵（大阪教育大）他2名2002年5
　　月26目に阪神間で観測された電の特徴

C202轍・菊地勝弘（秋田県立大生物資源）他3
　　名2002年10月4目秋田付近を通過した寒冷前線
　　の一解析

C203撚（東北大理）・新野宏（東大海洋研）スーパー
　　セル型積乱雲に伴う竜巻の発生機構とその構造
　　［P】

C204囎（京大院理）・林泰一（京大防災研）バング
　　ラデシュの竜巻に関する研究［Pl

C205繍（AESTO）・木田秀次（京大院理）他1名ス
　　コールラインの発達に対する中層の安定層の影響
　　［Pl

C206潔・圓山憲一（防災科研）他4名下層収束に
　　よる積乱雲の降水強化一ビン法雲モデルを用いた
　　数値実験一

C207鰍・石坂隆（名大地球水循環）他巨大雲粒核
　　が雲底付近の雲粒に及ぼす影響についてIPl

C208朧（地球フロンティア）雲微物理モデルを
　　組み込んだ雲シミュレーション（その4）一巨大粒子

　　CCNが雲の降水形成効率に及ぽす影響一IPl

C209繍・橋口浩之（京大宙空電波）他3名ミリ波
　　ドップラーレーダーとMUレーダーによる巻雲の
　　観測IPl

C210鰹（AESTO）・村上正隆（気象研）他3名雲水
　　・雨水2rmomentスキームの特性～やませ下層雲
　　に対するインパクト～［Pl

C211騰・笹岡雅宏（気象研）他1名TRMM降雨レ
　　ーダーの降水観測における雨滴粒径分布の影響一
　　ウィンドプロファイラーとの同時観測一

C212齢・花土弘（通総研）他1名TRMM／PRの地
　　表面エコープロファイルを用いたフットプリント
　　内の減衰の変動の推定［Pl

C213San－Goon　Park・Masayuki　Mald（防災科研）他3名

　　Ra㎡allEst㎞ationI㎜metoRa血血opShapeatX－
　　band　Pola血nethc　Radar［pl

C214顯・H．Hanado（通総研）N－N　MODEL
　　EVALUATION　USING　CAMPR　DATA：A　CASE
　　STUDY　AT13。8GHZ［Pl

C215鰍（福島地方気象台）・水野量（気象大）　ウィ
　　ンドプロファイラデータによる融解層の検出【Pl

物質循環1

D会場

　　　　　　　　　　　座長：兼保直樹（産総研）

D201搬・吉田雅司（気象庁環境気象）他5名2002年
　　春期の目本上空の地域によるエーロゾル光学的厚
　　さとオングストローム指数の違いについて［P】

D202勲・岩坂泰信（名大院環境）他11名2003年春、
　　敦煙上空で直接採集したエアロゾル粒子の電子顕
　　微鏡観察：特に微小粒子（d＜1μm）に注目した結果

D203灘（長崎大環境）・石坂丞二（長崎大水産）他3
　　名東シナ海域および雲仙岳山頂における黄砂現象
　　の観測

D204石黒丈士・白石浩一（福岡大理）他1名2003年春季
　　福岡上空で観測された風送ダストについて［Pl

D205騰・松井一郎（環境研）他5名2003年春の黄
　　砂現象の解析：偏光ライダーによる連続観測［Pl

D206嚥（国土環境）・黒崎泰典（気象研）他4名衛星
　　リモートセンシングデータによる中国北西部の土
　　地被覆分類の試み［Pl

D207羅・佐竹晋輔（九大院総合理工）他2名黄砂
　　の発生・輸送過程の年々変動のモデルシミュレー
　　ションと気象因子の解析

D208撚（九大応力研）・江守正多（地球フロンテ
　　ィア）他2名ネステイングダストモデルの開発と
　　アジア域への応用［P】

D209懸（九大院総合理工）・鵜野伊津志（九大応力
　　研）他1名対流圏物質輸送モデルとC130観測デー
　　タ解析から示されたダストの3次元輸送構造

D210　轍認（CDHM　Tribhuvan　Univ。，Nepa1）・
　　Yutaka　Ishizaka（名大地球水循環）他5名

　　Number　Concentration　and　Elemental　Composition　of

　　Aerosol　Particles　in　the　Marine　Bo㎜dary　Layer　over

　　廿le　Sea　of　the　South　of　Kyushu，Japan［P】

D211漬蕪・杉本伸夫（環境研）他1名タイにおける対
　　流圏エアロゾル・雲のライダーによる気候学的観
　　測［P】

D212浜田智志（鹿児島大理）・轍（熊本県立大環境共
　　生）西目本の沿岸においてSO、濃度に強く影響を
　　及ぼす発生源［Pl

D213繍・三浦和彦（東京理科大理）他1名海洋大
　　気における鉱物エアロゾルと海塩の変質について
　　【戸l

D214灘・岡田誠（東京理科大理）他2名MRO3－
　　KO1航海で測定した海洋大気エアロゾルの湿度特
　　性【Pl

D215繍・古賀聖治（産総研）他2名太平洋上に輸
　　送されるアジア大陸起源エアロゾルの晴天時放射
　　強制カー父島における事例解析一［Pl
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大会第3日〔10月17目〕　A会場
鉱～は講演者を表す．IPl＝プロジェクター使用予定）

　　　　午前（09：15～11：00）

スペシヤルセツション
　『衛星からの大気観測～日本の貢献と将来展望～』1

　　　　　　　　　　座長：笠井康子（通総研）

A301鰍・杉田考史（環境研）他3名衛星からの大
　 気観測一日本の貢献と将来展望一IPl

A302㈱・杉田考史（環境研）他4名太陽掩蔽法衛
　　星センサの現状と将来［Pl

A303轍・笹野泰弘（環境研）他1名人工衛星観
　　測データから得られた極域成層圏オゾン減少量
　　［Pl

A304灘・杉田考史（環境研）他1名極域成層圏に
　　おける水蒸気増加が窒素酸化物の除去過程に与え
　　る影響評価一人工衛星観測の役割一［Pl

A305轍・中島英彰（環境研）他2名衛星による極
　　成層圏雲PSCsの観測一SAM　IIからILAS－II観測
　　まで一［Pl

A306繍（環境研）・Fara㎞z：Khosrawi（Forsch㎜gsz。
　　ent㎜Julich）他2名ILAS、ILAS－IIで観測された
　　CFC－12［P】

A307騰・中島英彰（環境研）他7名ILAS－IIデー
　　タ質の初期的評価［Pl

　　　　午後（13：30’》17＝OO）

スペシャルセッション
　『衛星からの大気観測～日本の貢献と将来展望～』皿

　　　　　　　　座長：塩谷雅人（京大宙空電波）

A351鰍・杉田考史（環境研）他11名ILASと
　　CCS㎜SナッジングCTMを用いた1997年の北
　　極域成層圏に関する研究［Pl

A352嫌・池田奈生（奈良女子大）他2名極域オ
　　ゾン破壊におけるC10NO、の果たす役割IPl

A353礁（NASDA／EORC）・廣岡俊彦（九大院理）他1
　　名大気大循環モデル中のオゾン場に見られる北半

　　球夏季の波動成分について

A354鰍（京大院理）衛星微量成分データを用いた
　　熱帯対流圏界面域の研究～水蒸気および巻雲観測
　　から得られた力学的な知見～

A355嚥（北大院地球環境）・塩谷雅人（京大宙空電
　　波）上部対流圏における水蒸気変動～UARS　MLS
　　によるこれまでの成果～IPl

A356無・増子治信（通総研）他18名ミリ波サブ
　　ミリ波サウンダによる衛星からの大気観測

A357㈱・佐藤亮太（JAXA）他17名超伝導サブミ
　　リ波リム放射サウンダSMILESの進捗とミリ波サ、
　　ブミリ波による大気観測の展望

　　　　　　　　　　座長：中島英彰（環境研）

A358甑・太田芳文（東大気候システム）他1名衛
　　星搭載熱赤外分光放射計によるCO、濃度の測定

　　［Pl

A359㈱・水谷耕平（通総研）他5名衛星搭載コヒ
　　ーレントライダーによる大気観測［Pl

A360駄曉・奥村真一郎（NASDAIEORC）他7名静止
　　衛星からの次世代大気科学観測一衛星構想一IPl

A361繍繍蕪繊羅覇緬難
　　一【Pl

A362鞭・鈴木睦（NASDA／EORC）他2名静止衛
　　星からの次世代大気科学観測一紫外可視イメージ

　　ヤーIPl

A363撫（東北大）・牛尾知雄（大阪府立大）他4名
　　静止衛星からの次世代大気科学観測一雷観測一

　　［Pl
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大会第3日〔10月17日〕　B会場
鉱～は講演者を表す．［Pl＝プロジェクター使用予定）

　　　　　午前（09：15～ll：OO）

熱帯大気

　　　　　　　　座長：藤原正智（北大院地球環境）

B301灘裳・里村雄彦（京大院理）ベンガル湾上の西進
　　擾乱の通過緯度による差異【Pl

B302Th　Handoko　Seto・Masayuld　K．Ymamoto（京大宙
　　空電波）他2名　Convections　Correlated　with
　　Intraseasonal　Variations　over　Sumatera，Indonesia
　　Obsen・ed　with　the　EAR　［Pl

B303鼎・堀之内武（京大宙空電波）他5名熱帯対
　　流圏界面の短周期変動［Pl

B304繍（北大院地球環境）・謝尚平（ハワイ大）他6
　　名熱帯東太平洋において観測された上部対流圏逆
　　転層と東風ジェット

B305酉灘（京大理）・Tri　Handoko　Seto（京大宙空電波）

　　他3名インドネシア域上部対流圏循環における鉛
　　直微細構造の解析IPl

B306繍・高薮縁（東大気候システム）TOGA
　　COARE期間中のMJOに伴う対流システム発達過
　　程に見られる3段階構造［Pl

B307鰍（九大理）大領域2次元積雲モデルの自然
　　変動【Pj

B308繊・濱田純一（地球観測フロンティア）他1名
　　みらい（MRO3－KO3）で観測された東インド洋におけ

　　る対流活動について［Pl

B309～騰・勝俣昌己（海洋科学技術センター）暖水
　　プール域における対流不活発期の水蒸気分布の特
　　徴［Pl

B310㈱・米山邦夫（海洋科学技術センター）　「み
　　らい」2N138E観測点における降水雲の目変化に
　　ついて

　　　　　午後（13：30～17：00）

気候システム皿

　　　　　　　座長：遠藤伸彦（地球フロンテイア）

B351撚・高原光子（目大生産工）閉鎖生態系の動態
　　に関する研究（その3）一一レジームシフトー一［Pl

B352灘（産総研）・石田厚（森林総研）他5名熱帯林
　　生態系における炭素循環のパラメタリゼーション

B353勲・三枝信子（産総研）他5名カナダ，亜寒
　　帯林の炭素収支に及ぼす土壌水分の影響一樹冠の
　　開けた皆伐後幼齢林の応答一［Pl

B354鰍・中村尚（東大院理）夏季北半球の亜熱帯
　　高気圧と対流圏プラネタリー波

B355鰍・木本昌秀（東大気候システム）他1名
　　丁106鉛直56層大気大循環モデルで再現されたモ
　　ンスーン域の季節内振動［Pl

B356撫・太田明宏（弘前大理工）他4名TRMMで
　　観測された降雨と雷活動の季節変化IPl

B357Sa・ani　Surendran・Tetsuo　Nakazawa（気象研）2002

　　1ndi㎝s㎜ermonsooncharactehsticsas血飴πed
　　行om　TRMMlssMI　and　QuikscAT　products［pl

B358撫（東大生産研）・沖大幹（地球研）他1名水蒸
　　気起源の変動と雨域・風系の時系列変化［Pl

B359灘（地球フロンティア）・安成哲三（名大地球
　　水循環）東部インド洋上のSubmonthlyスケールの
　　南風サージと中緯度一熱帯相互作用

B360勲・荻野慎也（神戸大自然）他2名インドシ
　　ナ半島上空における大気安定度の季節内変動をも
　　たらす総観規模擾乱の構造

　　　　　　　　　　　座長：高橋清利（気象研）

B361Karumuri　Ashok・Zhaoyong　Guan（地球フロンティ

　　ア）他1名THE　AUSTRALIAN　WDqTER　CLMATE
　　二INDIAN　OCEAN　CONNECTION　［Pl

B362Swadhin　Behera・Jinglia　Luo（地球フロンティア）他

　　5名ThelndianOceanDipole㎞pactontheEast
　　A丘ican　Sho貢Rainsl　A　CGCM　Study［Pl

B363鰍・谷本陽一（北大院地球環境）ENSO時に
　　おけるカリブ海周辺の潜熱フラックス変動とその
　　要因［Pl

B364鰯（筑波大）・篠田雅人（都立大）他1名ユー
　　ラシア大陸上の大気陸面相互作用について［Pl

B365麟（筑波大地球科学）ユーラシア大陸上の積雪
　　季節進行とアジアモンスーンとの関係［Pl

B366小木雅世（北大院地球環境）・撒（北大院地球
　　環境／地球フロンティア）他1名北半球環状モード
　　（NAM）の季節変化と冬から夏への連関

B367騰（北大院地球環境）・山崎孝治（北大院地球
　　環境／地球フロンティア）他1名冬季北大西洋振動
　　（NAO）の夏季大気循環への影響についての太陽周
　　期による変調

B368撒・山根省三（地球フロンティア）他1名冬
　　季北半球循環場に卓越する変動の特徴一長期変化
　　傾向と季節依存性一【Pl

B369蕪（気象研）極夜ジェット振動形成における
　　子午面循環の役割［Pl
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大会第3日〔10月17目〕　C会場
偏～は講演者を表す．［Pl＝プロジェクター使用予定）

放射

午前（09：15’》11：00）

座長：岩渕弘信（地球フロンティア）

C301繍・青木忠生（気象研）他1名室温及び低温
　　下におけるCO、v・帯の吸収線強度及び半値半幅の
　　測定［Pl

C302藤獺・深堀正志（気象研）他2名室温下における
　　CH・のv，帯吸収線強度と半値半幅の測定［Pl

C303撫・菊地信宏（NASDA／EORC）他2名
　　ADEOSπMGデータによる雲の放射の研究

C304撚債（地球フロンティア）放射の水平収束・発
　　散を考慮した雲の上向き放射輝度の近似計算

C305裏鷲・岡田菊夫（気象研）鉱物エアロゾル粒子
　　の表面の凹凸と散乱特性

C306責醸（富山大教育）・中島映至（東大気候システ
　　ム）他S：KYNET　Sky　radiometer観測によるエアロ

　　ゾルの光学的特性［PI

C307撚・内山明博（気象研）他2名ADEC－10P2，
　　APEX－E3でのスカイラジオメーター観測

C308Pmdee　Khatri（名大院環境）・Yutaka　Ishizaka（名大

　　地球水循環）他1名N㎜erical　est㎞ation　on　optical

　　parameters　ofEast　Asian　aerosols［Pl

中層大気

午後（13：30～17＝OO）

座長＝渡辺真吾（地球フロンテイア）

C351㈱（通総研）・佐藤薫（極地研）南半球中緯度
　　太平洋上の重力波のレイトレーシング［Pl

C352魏・廣岡俊彦（九大理）他1名南半球2002年
　　冬季における成層圏突然昇温の予測可能性［Pl

C353騨商騰啓盤贈、隔勢響
　　リー波活動の関係IPl

C354㈱・津田敏隆（京大宙空電波）他1名流星レ
　　ーダー、MFレーダーによって観測された低緯度
　　中間圏界面付近における季節内振動［Pl

C355㈱・森明子（九大理）他2名夏季の上部成層
　　圏における大気潮汐について［Pl

C356繍（地球フロンティア）・吉川実（富士総研）他
　　1名中間圏一下部熱圏領域における渦拡散係数の
　　見積もり：大気大循環モデルの風を用いたラグラ
　　ンジュ輸送実験から【Pl

中高緯度大気

　　　　　　　座長：荒井美紀（東大気候システム）

C357欄（北大低温研）南極沿岸域での海氷生成量

C358撫・高橋正明（東大気候システム）上層寒冷低
　　気圧（UCL）の上昇流の構造と南東側の対流雲域【Pl

C359㈱・木本昌秀（東大気候システム）夏季の北
　　西太平洋域に観測されるブロッキングの経年変化

　　［Pl

C360鰍（北大院地球環境）・向川均（京大防災研）他
　　1名総観規模擾乱と対流圏界面高度の季節内長周

　　期変動

C361騰（仙台管区気象台）2001年7月25目～29
　　目に発現したヤマセの気流構造に関する数値的解

　　析

C362繭（岩手県環境保健研究センター）・川村宏
　　（東北大院理）マイクロ波散乱計データを用いたヤ
　　マセ時の海上風分布に関する研究（3）一東北地方全

　　域の気温変動と海上の風向・風速との関係一［Pl

環境気象

座長：山本哲（気象研）

C363鰹魏叢潴獅要欝麟稜占詳
　　［Pl

C364囎・佐々木秀孝（気象研）他2名高解像度数値
　　気象モデルに基づく1977年有珠山噴火降灰シミュ
　　レーション（2）水平解像度1㎞の数値気象モデルに

　　よる計算

C365燃・神崎隆男（電中研）ダウンドラフト時の
　　乱流特性を考慮した大気拡散予測

C366撚（慶磨義塾高）・川嶋弘尚（慶磨義塾大）道
　　路交通に起因する大気汚染予測の精度［Pl

C367灘越（茨城県林業技術センター）暴風警報の発令
　　と街路樹風倒の状況一筑波研究学園都市での7年

　　間・9事例一

C368Yukiko　Wagats㎜a（ICDD瓦B）・Taiichi　Ha　ashi（京大

　　防災研）他4名Relationship　between　Meteorological
　　Elements　and　Diarrhoeal　Diseases　in　Bangladesh［Pl
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大会第3日〔10月17目〕　D会場
蝋～は講演者を表す．［Pl＝プロジェクター使用予定）

物質循環皿

午前（09：15’》ll：OO）

座長：和田誠（極地研）

D301嚥（極地研）・猪原哲（佐賀大）他1名南極昭和
　　基地でのエーロゾル観測

D302灘臭（Georgia　Tech）・豊田威信（北大）他9名オホ

　　ーツク海氷上のエアロゾルの観測［Pl

D303熊（九大応力研）・野沢徹（環境研）他1名全
　　球3次元エアロゾル輸送・放射モデルを用いた雲
　　・エアロゾル相互作用のパラメタリゼーション
　　［Pl

D304須藤顧・秋元肇（地球フロンティア）他3名対流
　　圏オゾン・硫酸エアロゾル全球分布の将来予測実
　　験［Pl

D305羅（東大先端研）・小池真（東大理）他6名都市

　　大気中でのエアロゾル化学過程の研究IMPACT
　　計画［Pl

D306蕪・近藤豊（東大先端研）他1名都市大気に
　　おける無機エアロゾル成分の短時間変動［Pl

D307麟・近藤豊（東大先端研）他8名都市大気中に
　　おける硝酸、および硝酸塩エアロゾル濃度の挙動
　　に関する研究［Pl

D308朧（京大防災研）・Wilfded　Winiwarter（IIASA
　　・ウィーン工科大）ヨーロッパにおけるPM観測
　　値の含水量［Pl

物質循環皿

午後（13＝30～17：00）

座長：石澤みさ（地球フロンティア）

D351灘（産総研）・下山宏（環境研）他5名CO、鉛
　　直分布を構成した気塊のバックトラジェクトリ解

　　析IPl

D352騰・町村尚（大阪大工）他2名大気濃度の定
　　点連続観測による陸域二酸化炭素ソース・シンク
　　広域マツピングの可能性［P】

D353燃・Shamil　Maksyutov（地球フロンティア）他
　　1名大気中CO、濃度の年々変動一気候変化に伴う
　　陸上生態系と大気輸送場変動の寄与一［Pl

D354鰍・中根英昭（環境研）他1名地上FTIRを
　　用いた太陽光吸収スペクトル観測によるCC』カラ
　　ム平均濃度の解析［Pl

D355礁（東北大院理）・川村賢二（ベルン大）他7＼
　　名南極およびグリーンランド氷床で採取されたフ
　　ィルン空気の酸素濃度とそれにより推定された地
　　球規模の二酸化炭素収支［Pl

D356勲（東北大院理）・村山昌平（産総研）他6名
　　フィルン空気より推定された過去の大気中N、0
　　の濃度及び同位体の変動［Pl

D357鰍（宮城教育大）・川村賢二（ベルン大・CEP）他
　　3名NGRIPフィルン空気を用いた過去のSF、濃度
　　の推定

D358櫨・石川陽一（宮城県原子力センター）他4名
　　環境γ線線量率の変動に影響を与える天然放射性
　　核種の発生源及び移動経路のバックトラジェクト
　　リ解析

D359撚・山澤弘実（名大院工）洋上の孤島におけ
　　る大気中Radon－222濃度変動の後方流跡線解析
　　［Pl

D360鷺・山澤弘実（名大院工）他2名広域大気輸
　　送モデルの開発と東アジア域ラドン濃度による検
　　証［Pl

D361燃（東北大院理）・菅原敏（宮城教育大）他2名
　　西太平洋上における対流圏CO濃度の変動［Pl

D362撚・小池真（東大理）他9名春季西太平洋で観
　　測された自由対流圏中での人為起源物質の増大（そ

　　の2）PEACE－B航空機観測IPl

D363燃・佐藤弘樹（茨城大）他7名タイ春季におけ
　　るオゾン高度分布観測（1）：下部対流圏のオゾン増

　　大［Pl

D364騰・戸塚積（酸性雨研究センター）他2名タ
　　イ北部熱帯林におけるオゾンフラックス観測

D365㈱（富士通FIP／通総研）・遠藤真紀（東大理）他4

　　名アラスカ・ポーカーフラットにおけるフーリエ
　　変換型赤外分光計を用いた中間圏COの観測［Pl

D366轍（富士通エフ・アイ・ピー／通総研）・笠井康
　　子（通総研）他4名アラスカ・ポーカーフラット上
　　空における成層圏大気微量成分の観測［Pl

D367謙（富士通エフ・アイ・ピー）・秋吉英治（環
　　境研）他5名大気球面形状の考慮が南極域成層圏
　　化学過程及び気象場に与える影響一ナッジング化
　　学輸送モデル及び化学気候モデルを用いた考察一

　　［Pl

D368難・岩崎俊樹（東北大院理）他1名子午面輸
　　送方程式による成層圏オゾン輸送特性の解析

D369Zhou　Libo・秋吉英治（環境研）Comparison　ofvortex

　　remnant　decay　between　the　early　and　late　Arctic

　　vortex　breakdo㎜years　obtained　by　potential　vorticity

　　and　N201P】
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ポスターセッション〔10月17目〕11：10《142：30
　　　　　　　　　　　（＿、～は講演者を表す）

概要紹介：A会場

　　　　　　　　　　　　司会：藤部文昭（気象研）

P301藤漬臆（北大低温研）北大低温研の気象・海洋新
　　観測システムの紹介

P302磁衷・山本哲（気象研）他2名霧画像を用いた
　　消散係数と有効半径の推定

P303木下宣幸（気象研）・欄（カイジョー）他2名3cm
　　スパン超音波風速計の風洞試験への適応性

P304礪（気象研）・堀晃浩（気象環境サービス）応答
　　速度の速い水蒸気センサを用いずに水蒸気乱流輸
　　送量を渦相関で測定する方法について

P305灘・入交芳久（通総研）他4名アラスカポーカ
　　ーフラットでの成層圏0，とC10のミリ波観測

P306熟・足立樹泰（通総研）M系列によるパルス
　　圧縮法を用いたパルスレーダに与えるクラッタの
　　影響

P307蹴（大阪府立大）・井口俊夫（通総研）他18名
　　戦略的創造研究推進事業（CREST）水の循環系モデ
　　リングと利用システム「衛星による高精度高分解
　　能全球降水マップの作成」研究概要

P308燃膜・奥村真一郎（N’ASDA／EORC）他7名静止衛
　　星からの次世代大気観測について

P309Ca㎜en　Verdes・Ste飴n　Buehler（ブレーメン大）他2

　　名Deriving　atmospheric　temperature　and　instmmental

　　pointing　f士om　limb　sounding　ins㎞ents．

P310簑縢（気象研）エントレインメント速度と水蒸
　　気鉛直フラックスの推定

P311轍・木田秀次（京大院理）2次元放射モデル
　　を用いた古気候研究（2）

P312撫（名大院環境）・市井和仁（名大院工）他1名

　　ENSOによる植生変動への影響と気候変動との関
　　連

P313鎌（気象研）下層雲と気象要素の解析σ）

P314轍（東北大院理）夏季モンスーン期の台風活
　　動に伴う大気下層の循環場の変化

P315撫・高橋桂子（地球シミュレータ）他地球シ
　　ミュレータ用大気海洋海氷結合モデルCFESの開
　　発

P316灘（地球観測フロンティア）・芳村圭（東大生
　　産研）他1名インドネシア・スマトラ島における
　　降水の起源について

P317鰭（お茶の水女子大院人間文化研）歴史時代
　　の目記天候記録による全天目射量推定法の開発

P318繍（北大院地球環境）・藤吉康志（北大低温研）
　　夏季北極海域で見られる雲・降水の水平・鉛直構

　　造

P319騰・中村健治（名大地球水循環）熱帯域にお
　　けるGMS輝度温度とTRMM　PR降水強度との関
　　係

P320撒・園田陽一（大阪大院）他2名雷活動で
　　見た2003年7月の九州集中豪雨

P321轍・高薮縁（東大気候システム）ゾンデデー
　　タによる熱帯海洋上での対流とCAPEについての
　　考察

P322縣（北大院地球環境）・藤吉康志（北大低温研）
　　夏の北極海の熱収支について

P323縣・福西浩（東北大院理）他3名　日本におげる
　　冬季スプライトと雷・雷雲の関係

P324撫（気象研）・今岡啓治（NAsDA／EoRc）他石
　　垣島降水検証観測計画（MYCAMP）について

P325灘・岡本謙一（大阪府立大）他3名LDARデ
　　ータを用いた雷放電と積乱雲の挙動とブロードバ
　　ンドレーダの開発

P326繍・川辺良太（大阪大院）他3名雷嵐観測用
　　VHF波帯広帯域干渉計の開発（4）一放電開始点の
　　降雨粒子一

P327繍・山本宗尚（名大地球水循環）他1名
　　TRMMPRとTMIの陸上降水推定の比較

P328騰（東北農業研究センター）・清川ダシ観測
　　グループ山形県庄内地方に発生する局地風清川ダ
　　シの現地気象観測（3）一風速分布一

P329大鐘卓哉（小樽市青少年科学技術館）岩手県山田湾

　　における昼気楼の研究報告

P330撫（大阪大工）水蒸気プロファイルが及ぽす
　　中緯度スコールラインの力学への影響

P331礁・中川勝広（通総研）他2名通信総研　沖
　　縄偏波レーダ（COBRA）による台風の観測一2002

　　年7月3目観測した台風5号のケースー

P332燃・白井亮吾（大阪教育大）他1名粒径分布
　　の時間変化から見た降雪粒子の特徴

P333礁罠・小林文明（防大地球科学）他冬季日本海
　　で発生するメソスケール渦に伴う突風の構造

P334撫（気象大）メソ気象に関する解析と予測技
　　術の共有化に向けて（その1）一一一メソ気象に関わる

　　大気構造の分類の試み一一一

P335撫（地球・人問環境フォーラム）・Yas㎜i
　　F頭numa（環境研）他2名　　　A　Comparison　of
　　Meteorological　Datasets　fbr　Applying　Air　TrajectoΨ

　　to　Data　Analysis　in　Atmospheric　Monitoling

70 “天気”50．9．



771

ポスターセッション〔10月17日〕11：10《42：30
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

概要紹介：B会場

　　　　　　　　　　　　司会：平沢尚彦（極地研）

P336礁・和田将一（東芝）他2名雲解像モデル
　　CReSSのレーダデータ同化を導入した予報実験

P337鞭（九大院総合理工）・松井聖（北海道ビジネ
　　スオートメーション）他1名2001年における九州
　　地域の気象場の通年計算と再現性の統計的評価

P338臨・大澤輝夫（岐阜大院工）他4名MM5を用
　　いた局地気象予測の可能性に関する検討

P339熊・上野充（気象研）積雲パラメタリゼーシ
　　ョンで再現された大規模場の雲解像モデルによる
　　検証

P340轍・露木義（気象研）他1名JNoVAO（NHM－
　　3DVarシステム）を用いたドップラーレーダ動径風
　　の同化実験（序報）

P341騰（気象研）・本田有機（気象庁数値予報）他4
　　名一JNoVA＝4DVAR開発報告（第2報）一NHM－
　　4DVARを用いた観測データ同化実験

P342鷲（気象研）強雨域の検出・追跡ソフトの開
　　発とその利用（2）

P343酉欄↓・岩崎俊樹（東北大院理）天候デリバティ
　　ブの価格決定問題への気象庁発表1か月予報の利

　　用について

P344Rosbintarti　Kartika　Lestari・Toshiaki　Iwasaki（東北大

　　院理）A　Pre1㎞inaly　GCM　Study　of　the　Monsoon

　　over1〉臨rittme　Contklent　Regions

P345懲・折戸光太郎（気象研）他2名赤道準二年振
　　動とオゾン変動

P346礁（東京理科大）・藤田慎一（電中研）東アジア
　　における主要化学成分の物質収支の推定（2）～洗浄

　　比による比較検討～

P347騰・菅原敏（宮城教育大）他4名NGRIPフィ
　　ルン空気中のメタン濃度の解析

P348灘・岩坂泰信（名大院環境）他3名アジアー
　　北極域下部成層圏における硫化カルボニル（COS）
　　の濃度の緯度分布

P349藤賭（電中研）・大平智章（東京理科大）他1名
　　東アジアにおけるアンモニウムイオンの湿性沈着

　　量

P350鰭（名大院環境）・市井和仁（名大院工）他1
　　名陸域生物圏モデルによるNPPの推定：植生の
　　成長過程における環境応答の定量化

P351礁（名大院工）・原田美香（名大院環境）他2名
　　全球における植生活動と気候変動の関連：衛星デ
　　ータと陸域植生モデルによる解析

P352謙（目本学術振興会／気象研）・永井智広（気象
　　研）他2名ラマンライダーで観測した寒冷前線通
　　過時の水蒸気・エアロゾルの鉛直構造

P353繍（総研大）・山内恭（極地研／総研大）他1名
　　南極・昭和基地及びドームふじにおける水蒸気輸
　　送の季節変動

P354耀・大野智生（気象庁環境気象）他7名5月下
　　旬に北目本で起こった高い大気混濁度の原因につ

　　いて
P355撫（筑波大院環境科学）・若松伸司（環境研／筑
　　波大地球科学）他2名関東地方及び福島県・山梨
　　県における光化学オキシダント目最高値出現頻度
　　の経年変動解析

P356懲人（気象研）・吉岡勝廣（島根県保環研）他5
　　名7Beと箆2Rnを大気トレーサーとして利用した
　　　富士山頂での大気化学観測

『P357鰍（防大）・三上岳彦（都立大）都市キャノピー
　　　内における降水量の測定誤差

P358鷲（気象研）タリム盆地付近のダストストー
　　　ムと局地循環（第2報）

P359繍・福田寿（CRCソリューションズ）他6名
　　風力発電支援のための全国風況データベースの開

　　発
P360懸（富山大院教育）・市瀬和義（富山大教育）他4
　　名琵琶湖における蛋気楼の発生理由II

P361澱（滑川高）・市瀬和義（富山大教育）他2名
　　富山湾における昼気楼の発生理由V～上暖下冷の
　　空気層の形成過程～

P362磁（総研大）・渡邉智彦（核融合科学研）他1名
　　C－CUP法を用いた大気・海洋界面での交換物理量
　　の評価に向けて

P363撚・花輪公雄（東北大院理）西部熱帯太平
　　洋におけるENSOに関係した海洋表層貯熱量と大
　　気場の間に見られる関係

P364繍・植田洋匡（京大防災研）他1名砂漠の熱
　　　・水収支特性に関する数値的研究

P365灘（地球観測フロンティア）・河原木常男（都
　　立大）他4名カザフステップにおける植物生育期
　　間の蒸発散に寄与する土壌水分メモリー

P366翫義（京大工）・田中賢治（京大防災研）他2名

　　局地気象モデルヘの詳細な陸面過程モデルの導入

P367繍（気象研）・平井雅之（気象庁数値予報）
　　MR1／JMA－siBでの濡れ雪アルベドのインパクト

P368騰（環境研）・深堀正志（気象研）他5名8μm
　　付近に存在するN、O　v1並びに2v・バンドの高分解

　　能吸収スペクトル測定

P369撚（NASDA）・中島映至（東大気候システム）
　　他3名i－skyradiometerによる雲物理量導出アルゴ
　　　リズム

P370磁慶・浅野正二（東北大理大気海洋変動観測セ
　　ンター）不均質大気中の放射強度計算手法の開発
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